
公認

みをきるかいかく、いしんだからできる。

これまで　なぜせいじは　うごかなかったのか。

さあ、もっとうごかすぞ、いしんが。

か
な
い
　
の
り
こ

けいざいをうごかす
ひびのかけいをささえ、けいざいをうごかしていく。

せいじをうごかす
やくさんじゅうねんていたいしきっていたせいじをうごかしていく。

にっぽんれっとうをまもり、ちつじょあるがいこくじんせいさくをうごかしていく。 
にほんをうごかす

いしんがうごかす　みっつのかいかく

だぶるえんじんとなり、しがらみやおおきなせいとうすらもうごかしていく。

いしんは　せいさくじつげんせいとう　である。

ていたいはたいかであり、げんかいだ。

かくごをもってつきつけた　じゅうにほんのや　を

しんそうりはうけとった。

いしんがれんりつにくわわった。

それによりながねんのかだいがうごきだした。

せいじにへんかがおきた。

これからもまったなしのすぴーどかんで、

せいさくをつぎつぎとじつげんしていく。

じっかんとけっかをとどけていく。

にっぽんいしんのかい こうにん




